































































































































































2 例をもってこれを説こう。一つは，『史記』の「以尚魯元公主故」への索隠 f と，『漢書』の「尚



































































ヽ ヽ ヽ ヽ
書音義曰，匈奴祭天処，本在雲陽甘泉山下，秦奪其地，後徙之休屠王右地，故休屠有
祭天金人，象祭天人也。
ここで二点，hh’’ の「漢書音義」注と h’ の孟康注とが同一内容であること，hh’’ が「漢書音義」
と引くのに対し h’ が注者の姓名を復元していることを確認したい17）。
さらにもう一例。『史記』巻 18，高祖功臣侯者年表と，『漢書』巻 16，高恵高后文功臣表と
の平陽懿侯曹参の条に，索隠 i，師古本注 i’，裴駰集解 i’’ はこう注する。
　 i   漢







ヽ ヽ ヽ ヽ
書音義曰，曹参位第二而表在首，以前後故。



























































駰集解からの転引でないことは，i が i’’ より情報量が多く転引の不能部分が生じることより確
唐代における『漢書』顔師古本の普及について 37
認できる20）。



















正義が引用した師古注 85 条を精査するに，郊祀志上から 8 例，同下から 4 例を引く。郊祀
志は蔡謨本編纂時に上下に分巻され師古もこれを踏襲した。また武帝紀から 2 例あることを確





























まず重要なのは k の鄭氏注の出処である。傍線部を比較されたい。鄭氏注が k’’ では如淳注
になっている。これは引用元の相違に起因していると推される。裴駰集解が依拠した『漢書』
テキストは江南系で，それらは臣瓚を襲ってそもそも「鄭徳」に作ったはずだから目当ての出



























































した徴証を得られたことである。k と l と正義が顧胤本から師古注を引いたとすれば，少なく
とも郊祀志下からのすべての師古注は師古本からではないだろう。師古本の郊祀志下巻を入手




1 巻あたりには師古本では数巻に施された諸注が蒐集されていたはずである。たとえば 20 巻





































n の「広柳車～」は正文「置広柳車中」への，n’ も同文への注記である。n が，n’ から傍線部
の鄭氏注と晋灼注とのみを抜き出しているのは，師古注「晋鄭二説是也」への支持の表明であ




晋灼注の唯一の例外は『史記』巻 5，秦本紀「尊唐八子為唐太后」への正義 o である。『漢書』













正義の臣瓚注の引用状況も師古本利用を支持する。正義は「瓚」で 3 条，「臣瓚」で 6 条，























るさまから，p は p’’ をそのまま敷き写したと判ぜられる。
果たして正義の引く晋灼・臣瓚両注は，およそ師古本注ないし裴駰集解から引用されたと結
論できる。くだんの晋灼注 15 条の出処を現行『漢書』の巻数で示せば 1 上，25 上，26，37（n），
43（m），46，48，52，54，92 の 10 巻に，晋灼注 8 条では 1 上，6，7，28 上，28 下，48，49
唐代における『漢書』顔師古本の普及について 43
の 7 巻になる。巻 1 上と巻 48 との重複をはぶいた都合 15 巻を少なくとも，張守節は手にして






























































  2）師古本成書以前の貞観 5 年（631）に成った『群書治要』に引かれた『漢書』は蔡謨本であった。こ
れは初唐においてもなお蔡謨本が『漢書』の標準本とされた一証である。石濱純太郎「群書治要の史
類」（『支那学論攷』全国書房，1943 年）111～121 頁参看。
  3）王重民『敦煌古籍叙録』（中華書局，1979 年）78 頁，洲脇武志「『後漢書』李賢注所引「前書音義」考」
（『大東文化大学漢学会誌』第 45 号，2006 年），同「『文選』李善注所引「漢書音義」考」（『六朝学術
学会報』第 8 集，2007 年），同「裴駰『史記集解』所引「漢書音義」考──司馬相如伝を中心に」（『大
唐代における『漢書』顔師古本の普及について 45
東文化大学中国学論集』第 25 号，2007 年），同「『文選』李善注所引『漢書』顔師古注考」（『人文科学』





















10）4 条は，『史記』巻 7・10・27・129 に見える。
11）洲脇武志「『文選』李善注所引『漢書』顔師古注考」（前掲）7～10 頁。なお，敬播の史官としての事
蹟については，張莉「敬播史学成就探微」（『史学史研究』2008 年第 4 期，2008 年）の専論がある。



























































































華東師範大学出版社，1996 年。『史記考索』の原著初版 1940 年）141~142 頁参看。
31）井上進『中国出版文化史』（名古屋大学出版会，2002 年）98～101 頁参看。
32）その師古本利用については，洲脇武志「『後漢書』李賢注所引「前書音義」考」（前掲）を，成書時期
については，拙稿「范曄『後漢書』の伝来と『日本書紀』」（『日本漢文学研究』第 3 号，2008 年）注（12）
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